
工事施工管理の効率化に向けたICT活用手法

• 情報の共有化
【縦の連結（発注者・受注者）、横の連結（施工者間）】

• 情報伝達速度、労力低減の向上
• スケジュール調整の容易さ向上
• 膨大な資料の整理、簡素化
• 共有施設の日程調整

行いたい事項

グループウエアの活用

ASP（アプリケーションサービスプロバイダ）の活用

対策となる手段

監督・検査の

簡素化、効率化



グループウエアを使用した情報共有システム

ＡＳＰ（サービス
プロバイダー）

監督官詰所等
（監督職員ｲﾝﾄﾗPC）

Ｈ18年度

○橋下部工事現
場事務所

Ｈ18年度

○橋上部工事現
場事務所

Ｈ17年度

○○ﾄﾝﾈﾙ工事現
場事務所

Ｈ19年度

○○改良工事現
場事務所

Ｈ19年度

○○整備工事現
場事務所

共有可能な事項

１．スケジュール（工程等も）

２．連絡事項

３．電子データ
（施工管理資料【協議簿等】）

インターネット接続

必要な機材

１．インターネット回線
（FTTH接続が良好）

２．パソコン

３．Webブラウザー

※ASPとは、アプリケーションサービスプロバイダ(Application Service Provider)の略称です。

※FTTH（Fiber To The Home）とは、アクセス系光通信（インターネット）の網構成方式です。



情報共有システムの仕様について



情報共有システム：利用場面 施工管理（スケジュール調整）



情報共有システム：利用場面 施工管理（帳票の作成・提出）



情報共有システムの運用について

●「スケジュール調整」と「帳票の作成提出」を中心に運用

●情報共有は、発注者と施工者、および施工者間で実施

●ＡＳＰを使用した情報共有の活用

～登録状況～

試行件数：約２４０工事（１１月２０日現在）

～ＰＴによる検討～

発注者（情報共有システム利用の監督員、中出連）、技術補助者（協会等）、
施工者（中部建設青年会議）による課題の抽出と検討実施

○現場技術員のアクセス検討

○検査時の紙データ提出（二重）と電子検査の検討

→ ＡＳＰによる書類共有を活用し事前書類検査の試行

○来年度以降の情報共有と、長期的な情報共有の仕様等検討



情報共有システム機能要件・運用ルール検討方針

本局ワーキング
● 電子検査、書類簡略化、電子納品、ワンディレスポンス
● web活用（情報一元化）、機械交換データ等設計データ受け渡し検討
● システム運用検討（ID・PW管理、初心者対応等支援、セキュリティポリシー等）
● 通信環境整備検討

発注者：ＡＳＰ利用の監督職員及び中出連メンバー

機能要件の検討と利用実績等

工事管理業務：中部建設協会

情報共有システム対象工事における実施状況把握

受注者：中部建設青年会議

情報共有システム対象工事における会員からの意見聴取等



情報共有システム試行
●平成21年度約240件を緊急的に実施し平成22年度本格運用に向けて機能要件整理を実施
●コスト面から平成22年度については、上半期については平成21年度継続工事対応を実施し、上半期発注

後本格運用を視野に検討
●システム変更への対応検討（システム変更による継続工事対応必要）

情報共有システム本格運用実施に向けたスケジュール

H２１.１０ H22.3 H22.７ H22.８ H23.3

平成21年度 平成22年度

100件程度工事試行

H２１年度継続工事対応

H２２年度新年度工事対応（1000件程度）

H２２年度新年度システム
機能要件・運用ルール検討

情報共有システム実施方針

実施事前作業：工事本数の多い主任監督員の抽出実施

試行ユーザー数把握

(案)




